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１． 事業の目的（趣旨・ねらい） 

家庭から離れた共同生活の中で、様々な生活体験活動を通して、「生きる力」の基盤  

となる豊かな人間性や人間関係能力を高めるとともに、基本的生活習慣の定着や規範意 

識の向上を図る。 

 

２．事業の概要 

（１）期日 

 事前体験：令和５年２月１２日（日） 日帰り 

本 番 ：令和５年２月１４日（火）～１８日（土）４泊５日 

（２）参加者 

 ① 事業対象・人数 

吉備中央町内の小学３年生～６年生 ２４人 

② 参加人数 

２６人 

（３）企画・運営のポイント 

① 合宿のテーマを「早寝早起き朝ごはん」とし、規則正しい就寝・起床のリズム 

を友達と揃えることに加え、洗濯や洗い物も自分たちで行うことで、日々の生活 

の中での準備・片付けの大変さを知るとともに、家族への感謝の気持ちを培うよ 

うにした。 

② 班編成の際に学校および学年を分散させることで、他校の児童とふれあう機会

を創出した。 

③ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策として「抗原検査」を計４回（事前２回、

事業中１回、事後１回）実施したほか、毎日２回の検温、宿泊場所の分散等を行

った。 
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３．活動の内容等 

（１）日程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）活動の状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【入所式】 

【キビキビ交流タイム②】 【キビキビ交流タイム①】 

【オリエンテーション】 
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ム
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タイム

キビキビ
宿題
タイム
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（バウムクーヘン
作り）

解散
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【キビキビ宿題タイム①】 【決意式】 

【キビキビ宿題タイム②】 

【ラジオ体操】 【登校の様子】 

【キビキビ交流タイム③】 

【キビキビ交流タイム④】 【キビキビ交流タイム⑤】 
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４．成果・課題  

 （１）満足度 

満足：９６％ ほぼ満足：４％ 

 （２）参加者の声  

   ① 友達がたくさん増えたし、みんなで遊んで楽しかった。 

   ② 自分でいろんなこと（布団たたみなど）を家でもしたい。 

   ③ 人にはやさしくしないといけないと思った。 

 （３）成果 

   ① 自由時間の活動を班で相談して決めることで、時間を半分ずつ使って違う活動

を実施するなど、友達の意見を尊重する心を養うことができた。 

② ３年～４年生の参加者が多い中、各班の５～６年生が移動の声掛けをしたり、

水筒を洗う時や洗濯をする際に教えたりするなど、リーダーシップを発揮する場

面が後半につれて多くなった。 

   ③ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策として「抗原検査」を計４回（事前２

回、事業中１回、事後１回）実施したほか、毎日２回の検温、宿泊場所の分散等

を行った結果、途中に発熱等はあったものの全員が元気に通学合宿を終えること

ができた。 

 （４）今後の課題 

 事前体験の日が地域のマラソン大会と重なってしまい、最初から参加することが

できる児童が８割ほどになってしまった。学校行事の他に、地域の催し等も情報収

集をする必要がある。 

 

 

担当：企画指導専門職付  西川 和志 

【バウムクーヘン作り①】 【バウムクーヘン作り②】 


